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●データ入力・閲覧に携帯電話をお使いの皆様へ 

すでに個別にご案内が行っていると思いますが、LOSSO-9 とセットでご契約頂いた携帯電話 

（モデル名 W03CA）が周波数帯切替の為、2012 年 7 月 22 日で使用できなくなります。 

「この際解約を・・・」という方は、通常 2 年縛り契約で違約金が発生するところ、現在は特別措置 

として解約手数料￥０で済みます。 

また、機種変更をされる方は、無料で交換できる機種が用意されていますし、・・・ここだけの話 

期間ギリギリになると無料機種が増えるらしいです。 

料金プランも変更できるので、現在より基本料金がさらに安くなる場合も！ 

解約の方はお早めに。機種変更の方はもう少し待ってからお手続きを行って下さい。 

詳しくは au のホームページでご案内しています。 

 

 

【au のホームページ】 

http://www.au.kddi.com/seihin/cdma1x/index.html 
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●国交省 第 3 回整備技術の高度化検討会 

1 月 31 日に第 3 回目となる整備技術の高度化検討会が開催されました。 

さっそく資料を入手しましたのでポイントだけお知らせ致します。 

 

標準仕様機による調査ですが、九州では福岡県整備振興会の 3 事業所と、宮崎県自動車電装

整備振興組合の 3 事業所で使用されたようです。（ともに事業所名は非公開） 

調査では 4 機種（公表されていませんが H 社・D 社・B 社・S 社です）を使用していますが、エンジ

ン・ABS・エアバッグ・AT/CVT の 4 項目のエラーコード読込みのカバー率は各社バラバラで、中

にはフリーズフレームデータをまったく取得できない機種も存在するようです。 

「標準仕様機による調査」と銘打っている割には・・・という感じですね。 

2 月 17 日までこの調査が行われるので、その結果を踏まえ標準仕様機に求められる機能等が 

検討される事になりそうです。 

3 月の第 4 回検討会で全体的な報告がまとまるようなので、最終的にどこまで機能が絞られる

か？拡げられるのか？興味深いところです。 

 

また整備士資格にスキャンツールに関する項目が追加されるのは間違いなさそうです。 

1 級～3 級整備士の資格要件に追加されるようですし、平成 25 年度からは基礎研修と応用研修

（6 時間程度）が随時実施されそうです。 

 

大型車については、自動車メーカー各社の課題点を抽出した段階であり、具体的なスキャンツ－

ルの機能等には踏み込めていない状況。またディーゼル車に J-OBDⅡのような規定がないため、

J-OBDⅡに準拠した規格を設定するか、独自に定めるのかも今後検討されるようです。 

その中で「スキャンツールを使用せずに整備する方法」については作業効率が著しく劣るために

講習科目からはずしてしまうという案も出ています。 

 

FAINES の利用状況が低い事から利用料金の改定が検討されていて、2013 年 1 月から低価格で

利用できるようになりそうです。 

 

この検討会は 2012 年 3 月で最終回を迎えることになります。 

次回開催日は未定ですが、スキャンツールの標準機能、整備士資格との関連、大型車の対応

等々最終的な報告書が作成されます。 

4 月号で内容をお知らせできると思いますのでお待ち下さい。 

 

なお、検討会の詳しい資料については随時ホームページで公開されていますので、あわせてご

覧ください。 

 

【国交省ホームページ】 

http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr9_000009.html 


